	会議の結果

	件　　　名
	令和６年度田辺市社会教育委員会議　第６回定例会

	日　　　時
	令和７年３月28日（金曜日）　午後１時30分～午後３時

	場　　　所
	田辺市役所２階大会議室

	
	○社会教育委員
出席者13名：　尾崎委員、加藤委員、桐本委員、九鬼委員、久保委員、小山委員、
坂本委員、砂野委員、中根委員、西川委員、松場委員、宮本委員、柳川委員
欠席者０名：　
○事務局６名：　野田教育長、狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
下岡生涯学習推進係長、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育長挨拶

２．議長挨拶

３．説明事項・報告事項
（１）第20回市民スポレク祭実施結果について
（２）第48回市民体育祭実施結果について
（３）第24回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会の結果について
（４）令和６年度田辺市スポーツ賞受賞者名簿について
（５）令和７・８年度田辺市スポーツ推進委員候補者名簿について
（６）令和７・８年度田辺市公民館長候補者名簿について
（７）令和７・８年度田辺市生涯学習（人権）推進員候補者名簿について
（８）文化振興課行事予定について
（９）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。

【質疑応答・主な意見】
議長：13ページに、生涯学習（人権）推進員の候補者名簿がありますが、年に一度、３月に各公民館がどのような人権学習会を実施したかを報告する会があります。ですが、そこでやりとりできるのは、人権に関わる課題に関してということなんですが、後期基本計画の重点アクションプランの中にＳＤＧｓ達成と持続可能な地域づくりに向けた公民館活動の実施っていうことが載っていまして、これに関して、公民館が何をやったのか報告する機会を設定されることはないんでしょうか。
事務局：重点アクションプランに係るＳＤＧｓの部分について、各公民館で実施したＳＤＧｓの部分に関するの集計というのは公民館の方で行っておりますが、報告する機会というのが先ほどおっしゃられた人権推進員会議ということではなく、公民館の活動になりますので、公民館長主事会になろうかと思うんですけれども、社会教育委員会議においても、この計画の作成に携わっていただいておりますので、まとまったものが出来上がりましたら、こういった機会でお配りしたり、報告したりということを考えたいと思います。
議長：人権に関することの中にＳＤＧｓも含まれてるとは思って、去年も見てたんですけれども、公民館のことで、先日の一般講座の中でもあり方を考えたほうがいいという意見が散見されたので、考えていく余地があるのではないかなと思い、質問させていただきました。


４．協議
（１）田辺市まちづくり市民カレッジ＋一般公開講座の実施結果について
２月22日（土）に実施した一般公開講座のアンケート集計結果について事務局より説明した。令和６年度人材育成講座の実施結果についても併せて報告し、令和６年度は全６回の講座を行い、565人の参加があった旨を説明した。

[bookmark: _Hlk104461142]【質疑応答・主な意見】
Ａ委員：チラシをどのようにするか随分と皆さんで検討しましたが、それが本当に生かされてるんだなとこの結果を見て思いました。やはり、知らせる手段というのは大事だなと思いました。字の大きさをどうするか、色合いはどうか、曜日表記は赤にするか青にするか。知れたことかと思いましたが、全然知れたことではなくて、これだけの人数がチラシを見て集まっていただいた。大事なことだと思いましたので、今後も検討していきましょう。
Ｂ委員：15ページの23番に、せっかく田辺にたくさん世界遺産があるのだから、これを就職に生かして欲しいという意見があって、私もずっと思っていたので、語り部とかそういったことが仕事になるということをもっと大きな声で言ったほうがいいと思います。
議長：事務局の説明にも含まれていたと思いますが、６ページの社会教育関係の方から「社会教育施設である公民館が果たす役割について考え直す必要があるように思う。パネルディスカッションの中に小規模多機能自治やソーシャルビジネスなどのフレーズが出てきたが、今現在の公民館ではそういった方向性の事業に取り組まれていないと感じる。今後そういった方向性に向いていくのか向かないのか。地区館の判断ではなく、田辺市の社会教育として方針を決める必要があると思う。」というご意見があり、次年度につながることかなという感想を持ちました。
　　　Ａ委員：ソーシャルビジネス、この方がどのようなつもりで書いたかわからないけど、ソーシャルビジネスというフレーズが出てきて、そういう方向じゃないって言ってるということは、公民館で物を生産するとかお金を生み出すとかそういうことも含めて言われてるのかなと思っていますが、それが単独の公民館だけで判断できないので、市の社会教育全体としてその方向性を定めてほしい、そう捉えたらいいのでしょうか。もし、そうだとしたら本当に一公民館、一グループだけで判断できない中身なので、Ｉ委員の方でそのあたりまたお話くださると思うんですが、全国的な公民館の流れも踏まえて考えていく必要があるのかなと思います。
議長：少し宿題が欲しいと思ってアンケートに設問を入れてもらいましたが、かなり大きな宿題をいただいたような気がしています。あと、16ページの51番に「町中に人が集まる場所を設けて欲しい。公民館では大き過ぎる。町内会館ではない場が、誰でも、より気軽に一服できる場所が欲しい。」と、70歳以上の方が書いてらっしゃるんですが、今、田辺市役所の中でたくさんの人が座っておられる場所があって、そこがそういう場所として認識されてないということを、この感想を見て感じました。
副議長：チラシの件については、事前に読みながらチェックしていましたが、「好みではないがインパクトがあった」というのが、思惑どおりでよかったなと思いました。

（２）令和５・６年度田辺市社会教育委員会議のまとめについて
２年間のまとめについて、各委員から発言いただいた。

【質疑応答・主な意見】
Ｃ委員：お手元の冊子を見てください。先日の一般公開講座の際、持って来させてもらって、委員の皆さんにも少し紹介させてもらいましたが、この冊子が正式に印刷して出来上がったものになります。１年生が１学期に地域学習として、自分たちで興味のあるテーマを自由に設定して、それについて調べるという学習を総合学習の中で行いました。いろんな人であったり、ものであったり、産業であったり、いろんな興味のあるところを自分たちでピックアップして、その中でグループを組んで、どこでどういうふうに調べようかということを自分たちで相談しながら、そこへ自分たちで電話をかけてアポ取りをするということをしました。電話は校長室からかけたんですが、生徒は緊張しながらかけていました。実際に現場へ行くときも、非常に緊張しながら出かけていって、帰ってきたときのほっとした顔というか、喜んだ顔というのはすごかったというか、いろんな人と出会えて、いろんなお土産をもらって、喜んで満足気というか、すごくいい体験ができたと思っていたんですが、それを生徒がこんな形でまとめたんです。田辺市では、タブレット端末を今１人１台配ってるんですが、小学校からそういったことを扱っているので、既に１年生の段階で編集ソフトを使ってまとめる力がついているんだなと感心しました。また、このレイアウトが非常によくて、中身もそれぞれの本当に調べたいところ、そしてインタビュー形式。よかったなと思うのは、20年後の田辺市という視点で、こういうふうな形でそれぞれのグループが自分たちでまとめていくというか、それが嬉しく思いました。表紙には、学習の目的が書いているんですが、田辺の道しるべということで、モチーフにしているのが、この子供たちが５月にオリエンテーションで遠足した天神崎で、ウォークラリーしながら、グループに分かれて、チェックポイントを辿りながら、天神崎へ集まりました。生徒たちにとって思い出に残る場所として、その天神崎を表紙に掲載したんだそうです。田辺の道しるべには意味が込められていて、例えばこの普段生活している中で気づきにくい知らないところの魅力を知る、この未知のしるべということと、もう１つ田辺市が幸せなまちであり続けるための道しるべを私たちが作るという思いを込めているということで、私も今、社会教育委員をさせてもらって皆さんと一緒に活動してるんですが、そういった思いが、この子供たちのこういった活動と繋がってリンクしてるなと感じられて、非常に嬉しく思った次第です。是非とも社会教育委員の皆様にも、こういった形で中学生の子供たちが自分たちの町を知って、そして将来を考える、そういう活動もしてるんだと知っていただきたくて、紹介させてもらいました。
Ｄ委員：公募委員でありながら何期もさせていただいて、いつも肩身が少し狭いなと思ってるんですが、個人的にもいろいろ学べることもあるので、やらせていただけるうちは続けたいなと思っています。今年３期目でようやく田辺市の社会教育の輪郭がわかってきたなというふうに感じています。一般公開講座の感想にもあるように、皆さん思ってることは大体同じで何とかしなきゃという思いも同じ。ただ、何をしたらいいのか、何をすべきなのか、何から手をつけるべきだろうか、そういうふうな空気感が田辺では強い中で、社会教育委員がリードして、方向性や道筋、いろんなフレームを自分たちでつくりながら動いていくというのは、こうしたきちんとした会議があるからこそかなというふうに感じています。日々、気づきもチャレンジもあると思うので、微力ですがまた続けていけたらなというふうに思っております。
Ｅ委員：２年ぶりの復帰ということで、皆さんについていくのが必死な２年間だったような気がします。先月の講座でパネリストとして出させていただきました。もっと内容を集約してうまいこと話せる人間やったん違うかなと思っていたんですが、喋ってるうちにだんだん感情が出すぎて、まとまりがない話をしてしまって、最初からそうなるんじゃないかという懸念があったんですけど、やっぱりそのとおりになって、Ｉ委員の時間を狂わしてしまったなっていうのが、反省点としてあります。その昔話になってしまうので、終わった後、やっぱり自分は過去の人間なんかなという感じがあって、このまま社会教育委員続けていいのかという葛藤も正直ありました。それでも、その講座の後でやめさせてくださいとは言えなかったので、とりあえず続けさせてはいただきますけれども、今度はもっと違う形で自分が協力できる、自分の力を出せるようなものが出てくるかなっていうふうに思いながら、これから２年頑張りたいと考えています。講座で喋った話は、一番自分がしんどかった、人間としても委員としても、しんどかった時期の話だったんで、特に力が入って時間をいただいてしまいましたが、これから頑張っていきます。
Ｂ委員：今回で委員を退任しようと思いながらできるだけ全部出席しようとしていたんですが、市長の講座だけ出られなくてそのすごく悔やんでいます。委員を辞めようと決めていたのに辞めないでと言われたので、もう１期だけは頑張ります。行き帰りに３時間かかって１日つぶれるので、本当に本宮から来るのが大変というのはあるんです。したいこと、手を付けてるものもいろいろあって、他の会議からも会長にならないかという話もあって、断ってはいるんですけど、もしかしたらもっと忙しくなるかもしれないので、欠席が多くなるかもしれませんがよろしくお願いします。
Ｆ委員：私は、ここへきて場違いじゃないかなと思って、自分の中で私は何が役に立つかなということを２年間考えてきました。ここに入らせてもらって、読み聞かせをしてきたのは間違いじゃなかったなと、ちょっと思ったんです。それだけではないんですけど、人材育成というのはこのふるさといいところやなぁと小さいときから思っていただかなかったらいけないということがちゃんと結びついたような感じがしています。ここでは２年間特別役には立ってないんですけど、コツコツ続けていかなければいけないなと思うので、小学校、中学校、今日は保育園の園長先生が変わられたのでご挨拶に伺ったんですが、そこに工作に使う空き箱を持っていったんです。そうしてつながりながら、これからも学校へ足を運んで続けていかないとと思うし、子供たちにも声をかけて、先生たちとも仲良くしながら、人材育成ということを考えながら、やっていったらいいんだと思いました。今日は遅刻してすみません。さっきまで公民館にいたんです。大塔中学校で読み聞かせをさせていただいて、１年生２年生の感想文をいただいたので、公民館でコピーをしてもらっていました。こんな部分もあるかと思いますが、またよろしくお願いします。
Ｇ委員：私も場違いじゃないかと思いながらも今まできています。Ｅ委員がお帰りになられたので、もう私はと言いましたが、うまいこと乗せられたような感じでもう１期とやることとなりました。Ｂ委員もおっしゃられましたが、田辺市は広くて、山間地域は山間地域で独特のところがありますし、Ｃ委員から共有いただいた田辺の道しるべは、中学生が作ったとは思えないようなところもあって、刺激を受けました。私もまだ子供が小学生で、家に帰れば母で、仕事はこっちで若い子たちの就労のお手伝いをしていて、地域のこともできる範囲では関わっているつもりで、この社会教育委員会議に出させてもらったときにはいろんなことが交わるところもあれば、中でもちょっとっていうところをいつも頭でグルグルしながら、学ばせてもらっています。もう一期よろしくお願いします。
副議長：先日、講座の閉会挨拶でも少し触れましたが、ここ何年間か地元好きを作りたいという思いがすごくあって、いろいろ考えてきたつもりです。そのために、手段としてかっこいい大人の姿を見せるとか、外へ出て行ってしゃべるとか、他所の人の声を聞くとか、いろいろやってきました。そうした中で、最近学校現場を含め、いろんなところで生き生きしてる大人の姿を見せるのが大事だという話や、地元好きを作るという流れが割と出てきていると感じるので、方向性を外してなくてよかったなとすごく思っています。出張講座のターゲットを中学校まで含めるようにして、正直なところ最初は、中学校ってどうなんだろうと思いましたが、それが感想を見るとすごく響いていて、中学生でこんな感想が出てくるということに驚きました。自分が中学校・高校の頃に比べたらとんでもなくレベルが違って、そういう若い世代、中学校への働きかけというのはすごくよかったと、今期の１つのチャレンジがうまくいったと思いました。あとは、まとめにも書きましたが、市長との事前打ち合わせで成果を聞かれたときに、回答に困ったというのがありまして、議長から教育なんて息の長い話なんですぐ結果は出ないと言っていただいたんですが、我々寄って集ってやってる割には学校の１クラスとかっていうのが、少しもどかしいなと思っていて、田辺高校も最近、探究にすごく力を入れて社会、世の中に出てきているような動きもあるので、学校全体にそういう流れがあるのであれば、田辺市内の小学校中学校に頑張っている大人をどんどん送り込んで、授業の中に組み込むという動きが各学校に広がれば、我々だけでやっているよりも大きな力でいい人材育成につながっていくんじゃないかと思いました。学校の生徒もいろんな大人と接する方が成長すると思うので、そんな場づくりを学校単位でやってもらえたらいいなと思いながら、そうはいかないということで、我々が何をするかというところなんだろうと思います。他の委員のまとめを拝見していて、ドッジボールがめっちゃ盛り上がってるっていうのも、これもいい話だと思いました。大人と子供が一緒にドッジボールをやって、いろんな人と接するというのがすばらしいなと。８ページにある公民館の位置付けということに関して、先ほども少し議長からもありましたけども、全然今できていないというつもりもないし、いろいろされているんでしょうけど、何をしているか自分たちが学ぶところから始めて、小規模多機能自治の方にどう持っていけるかとか、我々なりに研究してもいいのかなとは少し思ったところです。
議長：２年間、私ここに座っていいのかなといつも思っています。議長となると他の会議体からお声掛けをいただいて、何か書いて欲しいとか、意見を言ってほしいとかいう機会が年に何回かあるんです。そういったことを引き受けておいて、この中では引っ張っていってくださる役を副議長がやってくれている、議長らしくない議長をさせてもらっていると思っています。今回、一般講座に知り合いが来ていて、この方はどうしてこられてるんだろうと少し思ったんですよ。会場とのやりとりがあれば、おそらくこういう発言をされるだろうなという予想がつく方で、アンケートを見ても、きっとこの人が書いたんだろうなというところがありました。そういうことで、１つの答えを持って登壇したんです。最後にも少し言いましたが、議長として今期一番考えたことは、国の方針があって、社会教育を県や市がやっているんだとしたら、本当にここに住んでいる一人ひとりが幸せになるための方針なんだろうか、施策なんだろうかということを私たちが考えないで推進していくのはまずいなということでした。小規模多機能自治というのも、もちろん人口減少でそうせざるをえないということは頭ではわかるんですが、実際自分の住んでいる地域がモデル地域になって取組が進んでいくのを中で見ていると、これ本当に住民のための幸せにつながっていくのかなとか、そういうことを考えながら地元では座っています。社会教育委員をやっていなければ受けなかっただろうなという役員を引き受けて、いろんな仕事をいただいて、鍛えていただいています。人生は修行だと思っていて、まだ私は修行が足りないのでこういうことをしてるのかなというふうに思っております。どうぞ来期もよろしくお願いいたします。
Ａ委員：先ほど副議長がおっしゃった、輝く大人を見て生徒、子供たちが変わっていく、そういうのがどんどん広がってきたらという話を聞きながら、本当に輝く大人を見て、生徒さんが変わっている印象があります。加えて、学校の先生方もその中で、生徒さんの頑張っている姿を見て、或いは周りの学校関係の状況を見て、じゃあ自分たちはどういうふうなことができるかなという、そういう広がりみたいなものも私自身は感じています。やはり、それは本当に現場の先生方が子供たちと真剣に取り組んでいるのが、じわじわと伝わっているんだと思っています。前にも少しお話したんですけど、社名を出してあれですけど、紀伊民報で子供たちの現状を本当につぶさに入ってくださって、周知いただいている。本当に皆さん見ていて、あんなことしてるんだなと広がっていて、それがすごいなあと、私はこの２年間で思いました。もう１つは、Ｅ委員から先ほど僕の話どうだったかなというお話がありましたけど、私はＩ委員が間に入りながら、Ｅ委員や議長が話してくれた中身が、単なる報告ではなくて、歴代の社会教育委員が揺さぶられながらやってきたんだなという田辺市が歩んできたこれまでの社会教育の歴史を次の私たちが聞かせてもらえたので、胸いっぱいになりながらしゃべっていただいたのは非常によかったなと思いました。市長さんの話の中で、自分なりの生き様というか、田辺の市民性に絡んだお話をされてたじゃないですか。シビックプライドとおっしゃってて、地元というよりも自分が住んでいる町に自分はどのように責任を持ちながら取り組んで向かっていけるかということを示唆いただいたかなと思いましたけど、それはＥ委員がお話された中にあったじゃないですか。神戸から移住してきて、自分が感化されて変化して、自分がどういうふうにやっていったり、変わったりという、まさにそれだなと思いました。副議長の最後の挨拶で、今の世の中、すぐに公に伝えるけど、やれることがあるならそこの人がやるという、いかに豊かに生きるかっていうお話を聞いて、ものすごく感動しました。自分はどう生きるかという市民性をどのように育てるかというのは、本当に社会教育でしかないとすごく思うので、次の２年間勉強させてもらえたらなと思っています。
Ｈ委員：２年間ありがとうございました。何かわからないままに始まり、何かわからないけどわかったということが徐々に増えてきたんですけど、今度はわかったことをこの指先に伝えていけるように心だけじゃなくて、市長が言ってたように、気づいた人が自覚した人が責任者になれるように20年くらいかけて頑張ろうかなと思います。上芳養小学校とかにおじゃまさせてもらって取組を見せてもらう機会があるんですが、子供さんがどんどん減っていく中で選択肢が増えている子供たちは、上手に選ぶことができているなと感じています。ただ、最近思うのがそこから外れていってしまっている高齢者のことが気にかかっています。義理の父なんですが、耳が遠くなってきて、人のいる場所に行きたがらなくなりました。すごく人がよくて、責任感も強く、すごくいいものを持っているのに、自分が迷惑になることを気にして行かなくなる。でも、この人たちも大事な人材だと思うので、子供の成長と格好いい大人と、いろんな昔からの知恵を持ってる方たちとの交流がもっとできればいいなと思っています。城山台で夏祭りをやっていて、毎年８月にやると結構にぎわっています。子供たちは大騒ぎしてくれるんですが、お年寄りの姿が一切ないんです。城山台は高台ですが、他の地域で考えたとき、震災や何かの災害が起こったときに、お年寄りは自分を諦めてしまうんじゃないだろうかと懸念しています。今の子供たちは多分大人を助けたいと思うんです。だから、そのかけ橋が必要じゃないかと、この社会教育委員の活動とは違うかもしれませんが、私はそれに気づいたなと自分では思っていて、そういう気づきを持てるようになったのはこの場で勉強させてもらったからかなと思って感謝しています。今期は行けませんでしたが、定例会で本宮に行く予定があったと思いますので、よろしくお願いします。
Ｉ委員：２年間ありがとうございました。本宮に行けなかったその責任の多くは私にあると思ってまして、どうしても日程調整がつかず、すみません。来期は必ず複数回いけるように、大塔と本宮と、必ず行きたいと思っています。Ｅ委員が戻ってきていただいて、最多はＥ委員だと思うので、僕も勘定してみると次９期目ということでかなり長いなと思いつつも、それ以上の大先輩がいらっしゃったので、非常に安心して次も引き受けることができました。今期、いろいろ議論がありまして、新しい社会教育像を目指そうということで、副議長がおっしゃられたかっこいい大人ということも含めた社会教育を通じた人づくりってどうするのかという観点で、新しいテーマやアプローチに切り込んでいこうということで進めてきました。このチャレンジングなことが僕は非常に議論としては好きで、実践も大好きなんですが、非常に居心地よく今期も過ごさせていただきました。３年前、近社連大阪大会があったんですが、コロナで行けないとなって、分科会で使う動画をｅｎ+で撮影したじゃないですか。その関係があって、先日大阪府から連絡があって、大阪府の社会教育委員になってくれないかと依頼をいただきました。社会教育が僕の専門かどうかと言われれば専門ではあるんですが、大学としてと言われたら少し辛いかなというところは皆さんもご承知のところで、それに教育学部的な社会教育ではないですけどそれでもいいかと聞いたら、近社連のビデオを見て、人づくりの観点からアプローチしたいからお願いしたいということでした。どうしようかと逡巡したんですけど、結果としては受けさせていただきました。なかなかない機会でもありますし、社会教育の新しいアプローチは自分なりにも追い求めていかないといけないことでもあるので。だから、次期は小規模多機能自治というキーワードもありますけども、まとめにも少し書かせてもらった自治力、自学自習じゃないですけど、自分でこうやるというか、一人一人の幸せに置き換えてもいいんでしょうけども、それを追求するために手段としての社会教育のあり方はどうしたらいいんだろうかという大きな問いにいかないといけないのかなと考えています。どうしても学会、いわゆる学術会みたいなところで議論していると制度そのものの話ばかりで、この制度を守らなければいけないから守るみたいな話になってしまって、そこに欠けているのは住民だったり、子供だったりというところがあるんじゃないのかなと思っているので、次は自治力を含む、新しいアプローチをやっていきたいなと思っています。その時のキーワードとして自分なりに今考えてるのが、自己覚悟という考え方で最近自分にも課しているつもりです。自己責任という言い方をよくしますが、自治は自己責任、住んだからには自己責任ですと言われると言葉が強いし、追い込まれる自己責任、湯浅誠さんじゃないですけどもそういう考え方もなきにしもあらずで僕もそれは支持しています。自己責任という言い方で一人一人にアタックするのはなかなか辛いし、言われた方も自己責任で片づけられるとそこから立ち直りにくいなというところをずっと思っています。責任と言えば、自分はもうその立場に立ったし、例えばゴミを捨てたら、捨てる側に責任があるというのも一つの考え方ですが、先日の講座で市長がおっしゃった自覚者が責任者という意味においては、見てしまった責任もあるという考え方も一つで、ゴミが捨てられてるのを見たなら自分が処理すればいいだけで、行政が処理しておけと行政に連絡を入れるのはやはり違うだろうと。そういったこの自己覚悟の輪が広がるようにしていくために、社会教育が手段として何ができるのかというところを次は勉強していきたいなと思っていますので、小難しい話もするかもしれませんが、引き続きよろしくお願いします。
Ｊ委員：Ｉ委員のお話を聞いて、今後がまた楽しみになってきました。一般公開講座について議論する部会で、議長がちょうどうまく欠席されていたので、今回の講座は成功したと思っています。Ｅ委員が戻ってこられて、こんなタイミングはなかなかないので、20年を振り返る場に新しい議長と前の議長がいらっしゃるというのは何かの運命じゃないかなと感じました。きっと議長が部会に出席されてたら阻止されたと思うんですけど、みんなで頑張って受けてもらうことができて、本当に夢叶いました。ありがとうございました。議長が毎回挨拶で身に染みるようなお話をいただくので、学びが非常に多くて、私自身もいろいろ会社関係で商工会議所だったり観光協会だったり、いろんな会議に所属しておりますけど、もしここに所属させていただいてなかったら、今の私よりも、１つも２つも物足りないというか、何か欠けていた部分があったんじゃないかというぐらい、社会教育委員会議での学びが本当に大きくて、ずっと感謝しています。本当に、ここでの学びが大きくて、チーム社会教育委員の皆さんには、本当にいろんなことを教わって今の私があると思っていますので、また２年間よろしくお願いいたします。
Ｋ委員：２年前も言いましたが、最初字を読むだけでも難しいなと思いながら、参加させていただいてました。僕に声を掛けていただいたのが、当時、子供クラブの活動を長く携わっていて、小学生とも常に一緒に居たので、そうした加減もあってお声をかけていただいたと今も思っていて、小学校はもう離れているんですが、できるだけ今も町内会や子供クラブの保護者と話す機会を持って、小学校の情報もちょっとずつ入れながら、離れてしまわないようにしています。その中で、先ほど副議長も言ってくれましたけど、ドッジボールにまだ携わっておりまして、この間もＯＢＯＧカップというイベントに参加してきました。東陽中学校区なので第二小学校が大部分になりますが、東部小学校、第一小学校、東陽中学校区から５チームほど出させていただいたんです。年に１回、そこでしか会わない大人と顔を合わせて、審判を交替でやるという部分もあって、顔を出して楽しくやってきました。中学生とも顔を合わせて、中学生というと、出張講座のときも東陽中学校の生徒にここへ来てもらってすごくよかったと思いましたし、２年生が真面目に講座を受けてくれて、アンケートを見ても、真面目に書かないといけないと思ってくれたのか、ものすごく細かく書いてくれていて感心しました。先ほどいただいたこの冊子もそうですけど、今の中学生は僕らのときよりよくできて真面目だと思うんですけど、あまり変わらないなと思うのは、中三ぐらいになると調子に乗るし格好つけてしまうんですよね。ドッジボールの話に戻りますけど、何かあったときのために大人が代表になってチームを連れて行くんですが、整列させようとしてもダラダラしてるんですよ。普段はちゃんとしてるんですけど、そういう場でちゃんとするのが恥ずかしいというか、春休みなので各々パーマあててたり、耳もキラキラしてたりで、自分たちも口うるさくはしなかったんですけど、それも含めてここから逆に言うと、大人になっていく一つの境目の部分でもあって、高校生向けの講座はそれで大事だと思うんですけど、中学生のときに、今、人材育成としてやってるようなことを伝えて早めに意識を持ってもらえた方が、子供たちも自分がどういう大人になっていこうということを考えるきっかけになるのでいいかなと今年も思いました。別の話で、自分の地域の町内会長が３月で退任するんですが、後任が決まらなくて、町内会長をやってもらえないかと言われています。いずれはやらないといけないと思っていますが、今引き受けるとあと30年くらいやらないといけないので、今じゃないと断っています。自分もいい年になってきましたが、地域内では若手と言われる年齢なので、今やると本当にずっとやることになるので、会長はまだ待ってほしいと言うと、やっぱり皆さん会長は断るみたいで、副会長もいるんですが会長になるのは断られているみたいです。最終的にまだ決まってないんですが、通帳を預かることになって、通帳の名前を変えないといけないんですが、会計と氏名だとダメらしくて、どんな名前になるのか分からないんですが、そんな感じになるみたいです。しばらく会長不在で、僕が受ける気になったら会長になる感じらしくて、いくつかの地域でもそういった代行的な形で運営している地域もあるみたいです。町内会長のなり手がなくて、名前を出すのは嫌でお手伝いはしてくれるんですけど、会長だけはなかなか決まらない。Ｂ委員もおっしゃられていたように、社会教育委員の皆さんはいろんなところから声をかけられていると思います。いっぱい声かけてもらって、自分も引き受けては家に帰って妻に怒られてということを繰り返してきて、今ここに座っています。今回もまたお声をかけていただいたので続けさせてもらうんですが、早めに自分と同じような子供クラブ関係の立ち位置の人を引き上げてもらうように今から目をつけておいてほしいと事務局に伝えているので、２年後には別の若い人が座っているかもしれませんが、もう一期また頑張りますのでよろしくお願いします。

５．その他
（１）４月以降のスケジュールについて
　・５月上旬に和歌山県社会教育委員連絡協議会社会教育講演会・定期総会、９月５日（金）に近畿地区社会教育研究大会和歌山大会が開催される旨を説明。第１回定例会については、５月12日（月）以降の開催に向けて調整する旨を説明した。

（２）退任委員挨拶
　　　　Ｃ委員：この度、校長会の大きな役を引き受けることになりまして、非常に心苦しいんですけども、退職までまだありますのでやりたかったんですが、退任ということになりました。４年前に、山崎校長先生から引き受けて、参加させていただいたとき、私は驚いたんです。皆さんの意識の高さというか、こんなにも田辺市の、このふるさとのために、社会教育ということのために取り組んでらっしゃる、この意識の高さにまず驚きました。学校教育の現場でしか物事を見ていなかったので、何でも自分ごととして考える姿であったりとか、それぞれの皆さんの職業であったりとか、その中の目線というか、そういったプロフェッショナルというか、物の目線の柔らかさであったりとか、いろいろと学ばせてもらうというか、こう感じるところがあったので、この場で過ごした４年間は非常に豊かな時間を、私自身は過ごさせてもらったなというふうに思います。それが１点です。思い出に残っていることはいくつもあるんですけど、田辺市の生涯学習推進計画を作るときに各公民館へ出向いて、Ｉ委員が講演しながら、我々がこのファシリテートしながら、地域の課題とか自分事として考える、そういう取り組みしたんですけども、やっぱり現場感というか、それぞれの地域へ足を運んで、地域の方とお話をするということが、やっぱり原点なんだな、大事なんだなということをつくづく感じさせてもらいましたし、いい経験をさせてもらったなっていうのが一番印象に残っています。それとやっぱり中学校の出張講座をこの場で実現させてもらったというのは、委員として参加させていただいて、本当によかったなと思っています。中芳養中学校のときも、梅のジャムをということで副議長や事業所の方にも来ていただきましたし、今回も田辺市の職員の皆さんに協力いただいて、子供たちに関わっていただきました。事務局にも骨を折っていただいて、私の要望というか無理なところを聞いていただいたのでありがたかったかなというふうに思います。私自身が中学校の社会教育委員会議の企画のところの恩恵を受けさせてもらったというか、生徒たちがそういった部分で成長させてもらったというのは、ありがたかったかなというふうに思っています。もう１点、一番最近で言うと市長さんのことも非常に思い出に残っています。自学自治というのは、心に響きました。そういう校訓があったんだなと。私も今、学校で未来の学校像について話し合っているんですが、そことここがリンクして、常にどういう目的のために、目的を外さずに何をやっていくのかという話をこの場でしているじゃないですか。それと同じように学校現場でもしているんですけども、自学自習という言葉を聞きまして、やっぱりそうだなと。こうやって社会に出て、大人が関わっていくというのは、やっぱり子供のころから、そういう経験をしてなければならないな。それってやっぱり学校現場で、自治活動、生徒自治ということが非常に大事だなというふうに思うんです。東陽中学校の校歌に、自治にクラブにはつらつと、という３番の歌詞があるんですけども、まさにこの自治というのが、最近の中学校では弱い部分でもありますので、そこを一生懸命力入れてそういう経験というか、自分たちの課題を自分たちの生活の中で解決していく、そういう自治活動を育てていきたいなということを常日頃から、先生たちと話し合ってるところなので、ぜひそんなところもこれからはこの経験を生かして進めていきたいなと思っています。退任しても、このご縁はずっと続くと思いますので、近くに中学校もありますので、いつでも寄っていただきまして、またそんな出張講座をはじめ、いろんな取り組みの中で、連携させてもらうことだったり、協力していたりすることもありますので、どうか今後とも引き続きよろしくお願いします。ありがとうございました。

（３）異動職員挨拶
　・４月１日付けで異動となる職員から挨拶を行った。
　
６．閉会　副議長挨拶
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